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中で低開発届の工業化を保障するという J ヴァイナーの接近"は， もはや低
開発国開発論の主要な流れではない。むしろケインズ以降の国民所得分析の諸
タームを用いて経済成長論の低開発国への適用を試みるジY ガーめ等の接近が
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68 (470) 第 101巻第5号
d) 賃金率は時聞を通じて一定であり，両部門同率である。
e) 消費財生産部門の雇用労働者の技術装備率は 1対 1の対応関係(たと
えば，労働者1人につき 1台のトラグター)をもっ。
































合に p，が大きい資本財はその生産においてあが小さし 労働費用 ljp，が大

























70 (472) 第 101巻第5号
2) 新産出量壱極大化する場合は，
dL. tco ~i./ =tcp.L" 
であるから，P"Ptを極大にすればよい。
3) 新剰余を極大化する場合は，
dL (p，-叩)・ -;U'= (poー ω)あL，
であり (po一叫)わを極大にすればよい。
以上3つのケースを図表化するならば， 1)， 






















低開発国開尭計画における技術選択 (473) 71 
極大化の場合より大きいか値を選ばなければならない。叫が大きければ大き
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こむのは「市販される剰余の大きさJ30) である。 たとえ p，が上昇したとして
も，その増加分は資本財との交易条件の不利のために，大部分が自家消費の増






以上に羅列した 3つの障害は， もとよりド γブ・手デノレの困難の一角にすぎ
ないが，以下においては，今日提起きれている他の2つの投資基準との対比に
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る。資本と労働に 1次同次の関係が想定され. p， ~/(k) ニ1(1/ム) IこIおいて




ここで， ドッブの 3つの極大化目標を p，=f(k)にあてはめてみると次のよ
うな解がえられる。
1) 新雇用の極大化 …・….kを極小化 (A'点)
2) 新産出量の極大化 ー 1'(ん)=p，/k (B'点)























余率の極大化を目的とするならば， 聞の値いかんによって C 点を選択しうる
のである。したがってドップの基準と「要素比例j的基準の相違は，叫が労働の
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ヘ ジ，ではドップ自身がこれを量認しているG



























78 (480) 第 101巻 第 5号一
生産量を生みだすために，資本係数の小さい投術を選択する」という投資基準
が存在する。 G=s/C=as(ただし，Gは国民所得成長率， sは貯蓄率， Cは限界資本
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業ヒ過程における技術選択一ドップの "ChineseMethod' に関連して一 一橋大学「経済研
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